
結 果

表 1 Nutritiveperiod

意 志 ｢ ＼Inter meansucking

response/see

ア カ 〆 クイワン.

l hr 2.60 2.66

3 11r 2.45 2.52

5 Ilr 2.55 2.50

衷2 Nom･Nutriti▼eperiod

l llr 2.83 2.75

3 11r 2.70 2.87

5 11r 2.98 2.94

interfeedingintervalsを,1時間,3時間,5

時間,13.5時間 (前日の最終授乳時間から翌日の最初の

授乳時間までの間隔)とした場合,nutritivesucking

のそれぞれの時間における平均 sucking数を示したも

のが表1である｡

その結果,2個体共上記,4種の feedingintervals

において,meansuckingresponsepersee.には有

意の差が認められなかった｡

表2には,non･nutritivesuck王ngの場合を示した

那,同様に各 intervalにおける有意差は認められなか

った｡

non･nutritive suck王ng は,その発生の困難性

(nutritive に比べて,response の数が極端に少な

い｡人間では,例えば "おしゃぶり"を,くわえさせた

時に容易に観察される如く responseの数はもっと多

い.)のため,今回の実験において充分にコントロール

できず,参考程度にとどまるものであるが,burst長に

関していえば,nutritiveSuCkingに先行して non-

nutrltiveを施行しても全体の burstの長さに対して

余り影響を与えないものと思われた｡non-nutritiveと

nutritivesuckingを比較した結果,meansucking

responsespersee.では両者の間に有意の差はなかっ

た｡今B]responseの amplitudeに関しては,mm

H20に補正したが,各 interfeedingintervalsと

の関係については放討しなかつた｡

琴 南:

'上記結果より,本実験において生後4ケ月及び5ケJT

の幼君ザルの suckZngmovementSを解析した結果.

空AREk(あるいは円におけるfl邦)がそのt)ガム性 (平

均 8uCklng数/1秒)に彫哲を与えないという不が稀

かめられた｡又nutritivesuckhgとnon･nutritivc

suckingとの問にも,各空股状態において掛 土認めら

れなかった｡今回の突放では,nutrltlveSuCklngは

positivemilkflowを用いて紐恭したが,人間新生児

の観察では passlvemHkflow (新生児がある如きを

もって suckingしない限りmilkが流出しないように

装置する)の場合,non･nutr王tiveとの問に pattern

上の差異が認められなかった｡つまりburst-pause-

burst-pauseといったpatternが nutritivesuck-

ing の場合にも現われたのである｡勿論 suck王ng の

frequencyには両者の関に丑が認められた｡ 人間新生

児にのみ nutritrveと non･nutrltiveの問に freq-

ucncyの差があり,それ以外の輔乳動物には差がなく,

いいかえれば temporalorganlzat王onから見ると,

両者は同一なのである｡ このことは sucking reflex

(movements)の御胎耶こ関係するIyスデムにおいて,

人間と他の嘱乳動物の問にTZ的な弟があることを示し,

今後人間と他の輔乳動物との比較研究が必要となってく

る理由でもある｡

本実験では,同時に呼吸曲娘をも描かせたが,その結

果,生後4ケ月余の7'カケザルにおいて sucking中の

呼吸の抑制が認められた,しかるにそれより1ケ月余年

長のタイワンザルでは呼吸の抑制はそれ程著明ではなか

った｡この述いが何によるのか,今後の検討を要するが

発達の段階の差異ということが想定され,行動の分化の

過程が示されているように思われる｡人間の行動研究の

た桝 こ,発達的観点に立って行動の分化の過程を追 うと

共に,その発達段階における行動の系列を知り,そこか

らの偏位としての異常行動を探ることには多くの意義が

あると思われるが, そのためには,sucking move-

mentsのように多くの点で数丑化し,客観化できる行動

を選ぶことが大切である｡この意味で,本宍験を更に発

展させたいと考えている｡

ニホンザルのアカンポは自閉症モデルを

作る動物として充分な生活内容草もって

いるか

木 村 明 夫 (名大 ･医 ･精神)

I●序

朽神分裂病の科学的追求は現在なお極めて困難な段階
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にある｡近年分裂病の疾病形成因子については研究が進

んだが,疾病発生の原因追求はほとんど放棄していると

いって過冒でない｡それは1つには人間の精神現象の疾

病というものを扱うため動物実験を行えないという方法

上の制約のためでもある.そこで精神現象として人間個

有のもの(例えば言葉)が出る以前にすでに発病する早期

幼児自閉症 (成人分裂病の幼児塾とみられる)について

動物突放にうつすことが可能か否か換討してみることに

した｡Kannerは(1)極度の自閉的孤立が人生の初期から

あること,(2)同一性保持の執扮な要求の2項目を早期幼

児自閉症 の診断基準 としてあげている (Kanner&

Eisenberg,1955)｡こ.の基準なら人間にだけ個有な現

奴についての問題ではない｡しかし実験動物として選ぶ

動物の正'肝の生態が,自閉症児のしめす生活状態と同じ

ような水準ならは動物実験は成り立ちえない ことにな

る｡そこで自閉症児の発達像を頭におきつつ,社会生活

をするニホンザルの7カンポの発達を観察しこの可能性

を故討する｡

Ⅰ 方 法

70年:7月16日より70年10月22日まで日本毛ンキ-セン

クー大平山野辞公苑において7月3日生れのオスアカン

ポザルと7月29日生れのメスアカンポザ/レの2頭を経過

を追って観,yJSした｡自然条件下を選んだのは生活内容が

克之も出笛であろうと考えたからである｡観察場所は餌場

とその近辺であり,サル群が餌場へ出ているときの観察

である｡

皿 結果及び考察

i)丁カンポザルと母との関係の発達から母子関係の

発途は全体として母へのdependentからindependent

へ向うことである｡その中間期に,母との密着期をすぎ

た後に<強く母との contactを求め><母の摂食行動

に従ってまねる>時期がある｡

ところで,人間のアカンポが母をさかんに追う時期に

自閉症児は母を追わない｡又自閉症児は母を区別せず,

母に呼びかけず,自分の必要を満すために母を利用する

だけである｡生後ずっと後になって母に執勘にくっつい

て離れられない共生的 symbioticになるときがある｡

アカンポが母を追うことについて考えてみるに,サル

の生活では生れおちてからずっと母に密着して生きてい

る｡母を追うことはその後に起り,生命保持の上から追

う必然性がある｡他方,人間のアカンポは初めは母に密

着していないo追うようになる｡しかもベッ11にねてい

るだけでもいい｡退わねはならぬ必然性はない｡さらに

サルの母はアカンポを encouragc することはなく,

禁止か,せいぜい待つだけである｡人間の母は養育に当

り,乳をのませ,身体を清潔にし,温め,可愛がるなか

で encourageすることができるようになる｡即ち母

自体が強化の動因となってゆく｡したがって人間の母子

関係は母及び子に形成された心理的形成物を挺子にした

関係であり,それを通じて母は子に禁止するだけでな

く,行為を行なわせることが可能となる｡同じく母を追

ラ,母に呼びかけるといっても,その背景にはかような

格段の相違がある｡

次に自閉症児の共生をみるに,子は母にくっついて離

れられない,が母は子に行為をさせ得ない｡従って直按

には,この<母を追 う>意味はサルのアカンボが母にく

っついていてはなれない関係の方に似ているときえいえ

る｡

ii)他の個体,コド毛,アカンポとの関係の発達より

まとめると,<個に関心を向ける>一<個と個でつかみ

あい,おいかけあう>→<数拓のグル-7°の追いかけあ

いと rough and tumbleplay>-<かなり大きな

agemateのグルーブの中で一定時間を生活する>とい

うことになる｡サルの生活は集団がいつもいっしょであ

る｡したがって,サルのアカンボーアカンポ関係は接触

の程度からみると,人間の場合の兄弟関係とアカンポと

他家の子の関係との中間位になるo自閉症児は同年輩の

子との関係は稀薄だが,兄弟との関係は他家の子との関

係ほど稀薄ではない｡

又サルの playの内容からみて<playのグルーブに

入っている><迫ってゆく><やられる> という関係

は,自閉症児と他児との関係でも充分みられることであ

る｡<追ってゆく><やられる>が一方的なことにこそ

自閉症児の特徴がある｡サルでは一方的か否か区別でき

るであろうか疑問である｡あそび仲間からはなれるさま

は自閉症児はそっけないOサルの場合あそぴからの離脱

は突然起る｡だが追いつ追われつの際,相手が退くとな

れは追い,迫るとなれは退く相互の生々とした呼吸や,

他のサルたちの playをみるとさっと吸いこまれるよう

にかけつける点は自閉症児にみられない｡

iii)摂食行動の発達により,隔離飼育の宍験で固形物

摂取が非常におくれるところから摂食行動の発適に映倣

が関与していると考えられている (川辺 ･川村,1960).

事実,母の摂食行動や水飲みの行動形式と食物内容をす

ぐあとをおってまねることはひんはんにみる｡親の手に

もつ飼,たべている親の口の中に鋭い阻心を示す｡自閉

症児では広範な模倣が進まない｡これはオトナ,コドモ

のすることに関心が向わないためと考えられる｡だから

ある程度広範な槙倣を要する行動甲発達は遅れると考え

られる｡

又食餌内容について,正常児ではオトナのたべているp

ものをたべ始める時期になれは,オトナが何かたべてい

ると勢んに手を出してせがむ｡そしてどんどん食物のレ
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バIT.I)イが広がる｡自閉症児の中にはごく限られた允

物しかたべない吻合や,オナナが目の前でたべていても

FTらしい企物には手を出さず,口の中へ入れてやって始

めてたべるようになるという状態がみられ,食物の内容

が放く限られる吻合がある｡サルの食物内容は取物,,穴

穴,節.米.穴,花,燕,′)､動物とかなり変化に富んで

いる｡したがって食物内容が狭く限定される状態を1つ

の打泊にできるかもしれない.ただし,人間の場合,1

つの企物に固執される親は仕方なくこれを与えつづける

ことになり,それにより固執が成り立ち得るという背景

がある｡又サルの場合,食物内容がかなり広いとはい

A,そのうち何種類か,例えは,イモ,.)ン=',ニンジ

ンだけしか食べないサ′Jを想像するとき,この食物内容

の拭きはさして異常にはうつらないだろう｡

iv)活動及び探究行動の発適により,ili狐で行なう

act王vltyplay の場所はかなり一定して:おり,他の

個体も好んであそぶ場所であり,同時に他の個体との

parallelplayも起る｡

自閉症児の場合,普通コドモが興味を示す玩具に関心

を示さず,又イヌ,ネコ等の動物にも関心を向けること

が少ない.すなわち関心の狭さがある｡このことがサル

の場合にみつけだせるか問屋副こなる｡

自閉症児が好むものは砂や水 (感触と流れ),simple

harmonicmotJon広告 (宥私 コマーシャル),配

列,活字等である｡これらは正常児の発達の中でもみら

れるものであり,これが遅れてはじまり,長期間固定し

て続くのである｡ サルの場合,水道に手をつめて噴水

ができ'びっくりしてとびのくというのをみるが,これ

はごく一部のサルが行なうもので大部分の7カyポザル

はやらか ､｡故にサルに自閉症児に特徴的な関心を求め

ることはできない｡

サルのアカンポは新らしいもの く竹ぽ-杏,令,ノ､カ

1)'ミミズ,トンボ等)に始めは fearと avoidを起

し'ついで investZgateさらに playを起す｡又兄弟

でか ､1-3才ザルに抱きとられ,始めは avoid して

いるが,だんだん白からventralcontactL,groom-

ingをうけるという関係に変化していく｡これは正常児

の新らしいもの,新らしい人,新らしい状況にたいする

一般的態度と同じである.自閉症児は新らしいことに非

常に向いにくいか,又は全く逆に初めの抵抗を全くもた

ずに approachしてしまうかのいずれかである｡

V)Communication:サルの vocalandgesture

communlcatlon はサル郡間で大きくかわらない (伊

令,1965)ところをみると先天的にあらわれるもので,

emotionalstateの1つの身体的表出であり,これが

一定しているため伝わることができるとみられる.人の

淡僧を読むようなこのよ)な形式の communlcation

は動物に非常に鋭く,又自m症児もこのようなcommu-

nlcatlonは非常に鋭いのが一般である｡

Ⅳ ま と め

I)母一子関係で,母を勢んに氾うことは現象として

は同じでも邪Etは格段の相週があり,サルの7'カyポが

母を追うのは自閉症児の共生関係以上ではない｡

il)コド竜との関係,play のあり方,内容からみ

て,自閉症児と他lRとの関係は,サルのコドモ問の関係

以上のものを充分命む｡ただ生々としたやりとり,かけ

ひきは注目にあたいする｡

iii)摂食行動の発遇には棋倣が関与する｡自閉症児で

は適当な広氾な模倣が起らないので遅れるかもしれな

いo食物内容の炊きと田軌は起ればみやすい標mとなる.

iv)関心の挟さをサルでどこまで区別できるか疑問で

ある｡自閉症児に特徴的な関心の内容は期待できか ､｡

新らしい対象.状況にたいする approachの仕方の特

異さが注目される｡

Ⅴ)サルの communlcatlonの形式は自閉症児にお

いても鋭いものである｡

以上'ニホンザルの7'カンポの発遇を自然条件下で観

察し,自閉症のモデルを作る動物として適当な生活内容

をもっているか否かについて検討した｡
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